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「信濃史料 第 14巻」
(天正 2年正月―天正 8年是歳、信濃史料刊行会編、国立国会図書館 )

天
正
三
年
十
二
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一人

当
時
鉄
胞
肝
要
に
候
の
間
、
向
後
は
長
柄
を
略
し
、
中萱
館一
の
足
軽
を
撰
び
、鉄
胞
持
参

併
せ
て
恵
節
た
る
べ
し
．
着
到
を
以
つ
て
鑓
数
を
紙
鴫

せ
し
む
る
の
上
は

鉄
胞
を
帯
し
来
る
べ
し
．様
子
は
後
日
下
知
を
な
す
べ
き
の
事

弓
上
然
砲
録
練
な
と
の
共
は
、
一
切
持
参
せ
し
む
べ
か
ら
ぎ
る
の
事

付
、
向
後
攘

陣
中
に
か
い
て
、節
々
検
資
を
以
つ
て
相
費
め
、
弓

鉄
泡
餓
締
な
き
の
族
あ
ら
ば

過
怠
あ
る
べ
き
の
事

長
柄
・持
斑
共
に
木
柄
・打
柄
た
る
べ
き
の
事

付
、
・ヽ
の
比
長
初
の
実

一
段
疎
品
に
供
の
間
、
自
今
以
後
別
し
て
結
＝
に
支
度
の
事

乗
馬
・歩
兵
共
に

一
駈
の
指
物
中
し
付
け
、戦
場
に
於
い
て
剛
憶
屋
然
候
様
に
申
し
付
け
ら
る
べ
き
の
事

付
、
指
物
小
幡
の
紋
は
心
の
鏡
た
る
べ
し
．

大
小
人
共
に
一
手
の
内

一
戦
に
Ｉ
ぶ
の
椰

戦
功
を
描
ん
づ
べ
し
　
手
分
・手
組
等
兼
ね
て
和
定

め
ら
れ
，
何
時
も
催
促
次
第
出
陣
せ
じ
め

武

勇
を
励
む
べ
き
仕
置
肝
一姜
に
候
の
事

付
、
″〓
“］寄
の
行
、
書
付
を
以
つ
て
、
称
頼
？
薇
見
に
入
れ
ら
ろ
べ
き
の
事

小
典
指
物
新
調
の
事

責
賤
共
分
量
の
外

４ス
た
の
三
〓
を
支
度
せ
ば

中
心
節
た
る
べ
き
の
事

討
死
丼
び
に
忠
節
人
の
道
跡

幼
少
た
ら
ば
　
十
八
歳
に
至
る
ま
で
、
武
一男
の
人
を
以
つ
イ
）陣
代

を
中
し
付
け
ら
る
べ
し
．
但
し
勘
忍
分
に
於

い
て
〓
　
不
足
な
く
こ
れ
を
渡
す
べ
し
　
た
一れ
ど
も
十
八
策
に
及
ぶ
の
翌
年
は
　
速

か
に
知
行
・破
管
以
下
送
付
す
べ
き
の
旨
、
誓
詞
を
以
つ

て
相
定
め
ら
ろ
べ
き
の
事

向
後
諄
中
に
い

い
て
五
具
践
共
振
舞

一
切
こ
■
を二

止̈
す
べ
し
，
然
ら
は
す

な
は
ち
定
■
の
外
、
村
・打
敷
以
下
無
用
の
荷
物
禁
法
の
事

以
１１
　
　
´

武
田
勝
頼
、
一
¨
野
官
内
左
衛
直
鶏

ノ
在
陣

ノ

〓
′―ｌｉ
野
文
書
デ
ェ

野

態
業

一
筆
候
、
抑
去
夏
以
来
長
之
在
疎
●

［
一不
知
――――
済
候
、

分
酬
［
］
任
存
分
、
手
堅
成
下
知
、
大
慶
候
、傷
末



二Jl
備泰
ヘ ノ
シ出
ム1奉

翻帰懲忠注

瀞醜醸
や測

天
正
三
年
十
二
月
十
一
日

進
上
　
御
奉
行
茅

天
正
三
年
十
二
月

咄
奇
詰
再
胴
Ｑ
味
満
蒲
絨
ざ
汁
満
輌
Ｓ
（
ヽ
。
畔
寄
嚇
球
柵
⑮
響
鞘
湧
弾
⊆
ヽ
Ｒ
′
飾
珊

・
聞
前
＝
湧
（
味
針
τ
絲
０
う
Ｏ
ｓ
熙
弩
。
回
日
回
が
図
咄
器

春
者
口
自
一至
敵
閣
動
干
文
可
散
抽
心
候
之
間
、
内
々
無
□
□
武
典
ホ
被
相
調
、
一
左
右
次
第
、
有
出
陳
可
被
ロ
ロ
支
度
頼
入
候
（
恐

々
謹
言
、

（天
正
三
年
）

十
二
月
十
六
日

浦
野
官
内
左
衛
問
尉
殿

〔
訓
読
〕
わ
ざ
わ
ざ

一
筆
を
染
め
候
。
そ
も
そ
も
去
る
夏
以
来
長
の
本
陣
自
嗜
謝
す
る
と
こ
ろ
を
知
ら
ず
候
。
然
り
と
難
も
粉
骨
を
場
さ
る
る

の
故
、分
国
一
「
存
分
に
任
せ
、
手
堅
く
下
知
を
な
し
、
大
慶
に
候
。
ま
つ
て
来
春
は
日
目
敵
国
に
至
つ
て
干
女
を
動
か
し
抽
心
を
数
ず
べ
く

候
の
問
、内
々
油
断
な
く
武
具
等
を
相
調
へ
ら
れ
、
三
左
右
次
第
、出
陣
あ
り
て
日
□
せ
ら
る
べ
き
支
度
頼
み
入
り
候
。
恐
々
譲
言
。

十
八
日
、
諏
訪
湖
上
二
、
諏
訪
大
明
紳
御
渡
ア
リ
、尋
イ
デ
、
重
ネ
テ
ノ
御
渡
ア
リ
、
諏
訪
祗
上
産
、
之
フ
幕
府
■
注

進
ス
、

〔
営
祗
瀞
幸
記
〕
○
諏
訪
市
瀞
宮
寺

諏
訪
墾
二
氏
所
議

賞
大
明
紳
御
渡
之
事

今
月
十
五
日
夜
、令
凝
結
湖
水
、同
十
八
日
刀
刻
、従
営
維
渡
平
池
渡
下
御
ノ
、下
宮
渡
沢
内
渡
江
上
御
候
、
佐
久
新
海
明
静
者
，
一Ｆ
江

渡
下
御
ノ
、沢
内
渡
江
上
御
候
、以
此
旨
可
有
御
技
露
侯
、恐
慢
議
言
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

一
■
九

強琶
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大
就⌒

癬

卜1雛|‐ 1

一〓



武
懸
勝
頼
安

堵
状賦卿

信武
位

天
正
四
年
四
月

四
月
不

甲
子
朔
　
　
　
　
　
、

一　
　
　
　
　
　
　
●

三
日
、ユ熱
田
務
頼
、
甲
斐
法
泉
寺
フ
シ
テ
、終現
摩
郡
苅
屋
原
ノ
困̈
勝
因
寺
分
等
ノ
寺
領
フ
安
堵
セ
シ
ム
一
一
一
一一
一

●

・
一
一
一
一・
・・・一
一
一
一
・・一
一

〔
法

泉

寺

文

書

〕
ｏ
山
梨
縣

法
果
寺
所
蔵

（封
橋
ウ
ハ
警
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾

一
法
泉
寺
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾

定

一
甲
州
和
田
之
内
本
寺
領
　
　
　
拾
八
貫
文

一
同
塔
頭
分
　
　
　
　
　
　
　
　
五
貫
文

一
阿
塩
邊
分
　
　
　
　
　
　
　
　
仁
反

一
同
看
賽
発
　
　
　
　
　
　
　
　
士豆
貫
五
百
文

一
信
州
苅
屋
原
之
内
勝
因
寺
分
　
七
貫
八
百
文

為
高
温
清
浄
心
院
殿
牌
″
、右
如
斯
寺
産
、法
性
院
殿
以
直
判
、
被
定
置
之
上
者
、
末
代
不
可
有
相
遠
候
、
早
覧
、
寺
家
之
修
造
・仏
法

之
輿
隆
、
可
被
藤
奪
意
者
也
、働
如
件
、

天
正
四
年
「

（瞬♂霙
花押
）

第
月
二
日

法
泉
寺



光
巴
ノ
一
月

忌
書
篤
法
華

経
ノ
銘

〔
訓
読
〕
定

（訓
読
中
路
す
）

高
機
清
浄
心
院
殿
牌
所
と
し
て
、
石
か
く
の
如
き
寺
産
、
法
性
院
殿
直
判
を
以
つ
て
、
定
め
置
か
る
る
の
上
は
、
末
代
瀬
違
あ
る
べ
か
ら
ず

候
。畢
竜
、寺
家
の
修
逢
・仏
法
の
興
隆
、尊
意
を
尽
さ
る
べ
き
も
の
な
り
。
秘
つ
て
件
の
如
し
。

十
六
日
、武
田
勝
頼
、
亡
父
信
玄
ノ
葬
磋
フ
甲
斐
恵
林
寺

二
行
フ
、
春
日
虎
綱
等
、

持
宗
果
、額
ヽ
掛
員
佛
事
ヲ
、
同
郡
開
善
寺
住
持
宗
販
、礎
・
真
茶
佛
事
等
フ
動
ム
、

〔
天
正
玄
公
佛
事
法
語
〕

同
雪
琴

、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（光
こ
）

「
天

正

甲
戊

四

月
十
有

二

日
、
恵

林
寺

殿
橋
雌

欝

公

大
居

士
、
在

軍
中

莞

実
、
大
孝

男

勝

頼

公

、
依
有

遺

令

、
不
送

喪
実
、
今

菫

天

正

四

年

醒
璃

眸

月

十
有

六

日
、
設
葬

礼
ふ
督

が

、
同

充
於

小
祥

忌
之

辰

、
借

手

六

和
謎
務

、
六
万
餘

言
疾
書

、
大

法

率

者

、
三
・機
十

方

諸
仏

得
悟
之
真
根
、九
界

一
切
衆
生
入
滋
臨
耀
が
、
天
台
（鶴
ず
大
師
、在
大
燕
山
誦
此
羅
、至
是
真
精
進
、是
名
真
法
供
疑
、如
本
篤
櫨
一

民
山

一
含
鳥
鴫
然
未
散
、
着
是
書
写
底
人
、
筆
頭
具
急
声
眼
、
一ス
山

一
會
、
不
亦
在
董
乎
、
国
遣
ケ
家
緩
、　
大
屋
士
、
普
導
狂
難
一職

・

・
●
●

●

登
覚
場
者
必
実
、
偶
日
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
―
●

一
枝
之
筆
鉄
菫
雑
、写
出
生
寃
六
万
言
、意
足
不
求
文
字
似
、法
率
謡
也
尽
乾
坤
、

職
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
一
一
●

〔
訓
議
〕

天

正
甲
成

四
月
十
有

二
日
、
恵
林

寺
殿
機
山
玄
公
大
居

士
、
軍

中

に
あ

つ
て
廃

ぜ
り
。
大
孝

男
勝
頼
公
、
選
命
あ
一る
に
よ
う

て

天

正
四
年
丙
子

四
月
十
有

六
日
、
葬
札

を
府

第

に
設
け

て
、
同
じ
く
小
祥

忌

の
辰

に
充
て

、
手
を
六
和

の
秘
葬

に
借

り

て
，

天

五
醒
年

攘
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〓壼
■

一
・．
一■
一
．

一
一

一
一
　

　

．．
一一
一
一

一
．

之

二
殉
シ
、
伊
那
郡
建
稲
寺
住

「
‐
「

鷲
摯
構
鷲
囃
囃
確
ヽ
■
一
●
■
●
“

酬
奇
嚇
再
牌
Ｃ
叶
滞
蒲
研
ざ
汁
琳
欄
ヾ
（
ヽ
。
咄
寄
蘇
峨
＝
〇
珊
課
税
針
ｑ
ざ
Ｒ
ノ
赫
聾

・
需
ｍ
絆
沈
（
礫
針
，
Ｍ
Ｏ
う
い
０
熙
ヽ
。
回
日
回
０
図
珊
露



天
五
六
年
六
月

っ
て
相
違
あ
る
ま
じ
き
も
の
な
り
。
傷
つ
て
寄
進
せ
し
む
る
の
と
こ
ろ
、件
の
力
し
．

七
日
、
上
杉
景
勝
、
武
田
勝
頼

二
和
フ
求

ム
、
勝
頼
、
武
睡
信
豊
・高
坂
弾
正
ノ
斡
旋

ニ

部
勝
責
、
コ
ン
フ
中
條
景
泰
等

二
答
報
ス
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

〔
杉
原
謙
氏
所
臓
文
書
〕
○
越
佐
曳
料
五
所
載

依
り
、
之
フ
詰
■

ｉ
■
顔

獅鄭勝資書
不
存
寄
候
之
庇
、再
三
珍
翰
快
然
候
、内
々
疾
雖
可
及
御
報
候
、（麟
ぽ
営
口
出
馬
、
取
餞
故
遅
々
、
非
存
疎
意
候
、
御
使
者
口
諭
之
趣
、

（難
鵬
鍔
被
露
被
御
回
答
侯
、委
細
被
途
御
勘
排
、
可
被
鯛
景
勝
御
賢
聞
事
専
要
侯
、
恐
々
謹
言
、

（
天
正
六
年
）

六
月
七
日

中
に
螺
だ
殿

竹
俣
三
河
守
殿

爵
駐
鮮
膠

吉
（江竜踊
郎
殿

嬢嘲隋喩］囃

齋
鯉
碑
騨
守
肝

毛
利
惣
八
郎
殿

加
地
安
褻
守
殿

新
登
田
尾
張
守
殿

跡
部
大
炊
助務
資



蹴難
景
勝
書

軸
糠
鵬
報
孵

景
勝
高
廣
フ

詰
ル

不
入
之
條
、如
何
モ
其
方
分
別
次
第
候
、更
無
動
天
候
、謹
言
、

ぼ

鳩
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（欲

北
ほ
踊
饗
守
殿

同
　
鯉
が
守
殿

天
正
六
年
六
月

咄
寄
蒲
肩
牌
Ｑ
味
満
蒲
叫
ざ
汁
耐
佃
Ｓ
（
）
。
咄
寄
耐
球
期
〇
響
謬
悦
針
ｑ
ざ
Ｒ
ン
嚇
掛

・
場
前
＝
湧
（
鴨
針
，
締
０
う
む
０
鮮
ヽ
。
回
降
回
が
図
珊
論

（
欧

襲

）

上
條
爾
五
郎
殿
御
報

〔
訓
識
〕
存
じ
寄
ら
ず
供
の
と
こ
ろ
、
再
三
の
珍
輸
快
然
に
候
ｔ
内
々
疾
く
御
報
に
及
ぶ
べ
く
候
と
雖
も
、
勝
頼
当
日
に
出
馬
、取
り
乱
す
の
故
運

々
、
疎
意
を
存
ず
る
に
非
ず
候
．
御
錠
者
日
説
の
趣
、
典
厩
具
に
披
露
御
回
答
せ
ら
れ
候
．
委
細
御
勘
弁
を
遂
げ
ら
れ
、景
勝
の
御
賢
開
に
触
れ

ら
る
べ
き
こ
と
専
要
に
揆
。
恐
々
謹
言
。

〔
武
家
事
紀
〕

麦
許
之
儀
無
心
元
山
候
雨
、飛
脚
被
指
越
、喜
悦
之
至
候
、傷
営
城
爾
堅
固
備
、
士
無
油
断
申
付
侯
、
楊
北
之
諸
面
々
何
モ
在
城
ｒ
蒸
頂
一

彼
面
之
人
数
打
著
之
條
、凶
徒
可
打
果
儀
築
之
中
候
、扱
叉
甲
州
之
儀
、武
田
（矯
ぽ
井
高
坂
弾
正
以
取
成
、
務
頼
へ
此
方
入
魂
、
何
耐

モ
営
方
差
囲
次
第
、可
及
其
行
之
由
之
條
、可
心
易
候
、然
者
人
留
之
儀
、度
々
無
曲
様
二
被
申
越
候
、先
以
無
餘
儀
侯
、雖
然
（瑳
購
鷲

取
除
、
翌
ロ
ヨ
リ
（輝
ぽ
之
者
治
押
懸
、證
人
フ
取
、武
色

二
不
及
迄
之
仕
合
之
閥
、
サ
テ
ノ
ヽ
父
予
覺
僣
モ
相
替
候
カ
ト
思
候
而
、
人

留
之
儀
堅
中
付
険
、身
之
存
所
モ
不
篤
相
連
候
、
老
母
ナ
に
被
呼
取
候
事
、
覺
悟
相
逮
歴
然
候
、
取
成
族

モ
可
有
之
侯
、
身
之
心
底
不

礎
露
書
物
之
間
、
此
上
之
儀

ハ
被
械
少
々
之
無
心
、
所
存
身
之
前
ハ
ト
一し
カ
ク
二
二
（議
ド
芳
志
不
成

一
方
之
事
之
間
、難
分
別
■
柱

モ
候
力
、幕
者
譲
信
芳
思
之
者
に
覺
悟
嬢
何
様

二
警
億
理
♂
ｚ
之
事
只

一
人
於
嘗
械
切
腹
之
庭
、思
定
候
之
間
、
此
時
者
外
謬
之
蛾
警

愈 |ギ膨 :



仁
科
盛
信
朱

印
状
三
年
間
ノ
冤

除ヲ織堵武
定地状籠I
ム後案勝
軍 頼
役 安

天
正
六
年
九
月

山
田
若
狭
守
殿

仁
科
盛
信
、
安
曇
郡
大
編
郷

二
移
佳
ス
ル
者

二
、
諸
役
ヲ
免
ズ
、

〔
武
田
文
書
〕
ｏ
北
安
曇
郡
小
谷
村

式
鬱
一貫

所
蔵

如
前
を
、心副
納
一
耀
舗
芦
鷺
疇
義
」
時
『
鷲
暮
聾
高
考
眸
迄
、諸
役
令
免
許
者
也
、例
状
如
件
、

敗
九
月
十
七
障

大
編
之
郷
中

〔訓
読
〕
蔑
々
の
如
く
、当
秋
よ
り
大
編
へ
髭
り
移
る
に
於
い
て
は
、戊
寅
の
年
よ
り
庚
辰
の
年
ま
で
、諸
役
免
許
せ
し
な
る
も
の
な
り
。
秘
つ
て

状
件
の
如
し
。

○
コ
ノ
文
書
、
ナ
ホ
研
究
ノ
餘
地
ア
リ
、後
考
ニ
マ
ツ
、

十

三
日
、
武

田
勝
頼
、
尾
崎
重

元

ヲ

シ
テ
、
本

領

フ
安
堵

セ
シ

ム
、

〔
歴
代
古
案
〕
六

向
後
可
抽
忠
蔀
之
旨
言
上
候
間
、累
年
被
抱
来
領
地
、無
異
儀
被
下
置
候
、重
以
御
検
使
被
相
改
之
、依
知
行
分
定
納
之
員
数
可
彼
定

軍
役
、弥
忠
信
可
為
肝
要
之
由
、被
　
仰
出
者
也
、働
如
件
、

（
天
五
六
年
）

（
勝
贅
）

九
月
十
三
鶴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
跡
部
大
炊
助泰
之

摯一一一〈
一〈



一
日

、
一是

ヨ
リ

牛
ル
、
武
一田

除
籍
積
、
上

杉
″景

陰
”
・
同

景

虎

ノ
熟
墨
整
娯

ラ

デ

ル

フ
以

ツ

テ
、
織
な
傑
準
り
田
轟
川
二
鯖
一
‐
ル
、

幕
ヽ　

‐
‐
卜
」

日
、信
濃
ノ
人
春
日
信
達
、
書
フ
景
勝
ノ
臣
新
登
田
長
敦
等

二
途
り
、
和
議
ノ
不
調
フ
歎
ク
、

〔
歴
代
古
案
望

珍
翰
快
然
候
、如
承
意
、去
夏
以
来
、以
不
慮
之
仕
合
中
談
、本
懐
候
、和
李
之
義
、種
を
難
及
疎
意
候
、互
二
条
ヽ
有
御
存
分
、無
落
警

候
、歎
致
侯
、輔
陣
以
後
、弥
其
備
堅
固
之
森
、肝
心
候
、
上
回
無
相
替
儀
、追
本
意
之
形
候
、可
御
心
易
候
、委
綱
小
■
田
麺
鮮
門
大
夫

可
中
候
条
、
不
能
典
候
、恐
ヽ
護
言
、

（
天
正
六
年
）

九
月
十
四
屁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（麟
ぽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
・
　
・・・・●
■

（
景
静
）

上
杉
弾
正
少
弼
殴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．．　
　
　
　
　
　
・●

〔
訓
読
〕
珍
珍
快
然
に
候
．承
意
の
な
く
、去
夏
以
来
、
不
慮
の
任
合
を
以
つ
て
申
し
談
じ
、本
懐
に
候
．
和
平
の
餞
、盤弾
．́
錬
意
に
及
び
禁
卜
一難
ト
ス

互
に
条
々
御
存
分
あ
り
、
落
着
な
く
候
。
歎
か
は
し
く
候
。
帰
陣
以
後
、
い
よ
い
よ
そ
の
備
．墜
機
の
曲
、
肝
心
に
侯
．‐
上
由
橿
な
書
一露
が
ぐ
ヽ

天
正
六
年
十
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・一
六
七
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．．

咄
寄
詰
Ｒ
牌
０
”
満
清
映
ざ
汁
満
綱
Ｓ
（
）
。
咄
寄
繭
峨
＝
０
製
騨
場
が
こ
ざ
Ｒ
′
赫
難

・
翻
前
鵡
湧
（
味
針
ブ
ｍ
Ｏ
物
゛
ゞ
熙
ヽ
ｏ
回
Ｈ
回
≫
図
珊
訊

麟
細勝
穫
書

和
平
成
ラ
ザ

ル

フ

搭
騰
倦

ト

ス

（重
元
）

尾
崎
孫
十
郎
殿

〔
訓
読
〕
向
後
忠
節
を
抽
ん
づ
べ
き
の
旨
言
上
候
の
間
、
長
年
拘
へ
来
ら
る
る
領
地
、
異
餞
な
く
下
し
置
か
れ
候
。
重
ね
て
御
検
使
を
以
つ
て
き

れ
を
相
改
め
ら
れ
、知
行
分
定
納
の
員
数
に
よ
り
軍
役
を
定
め
ら
る
べ
し
。
い
よ
い
よ
患
信
肝
要
た
る
べ
き
の
由
、
仰
せ
出
さ
る
る
も

の
な

り
．
傷
つ
て
件
の
如
し
。

‐‥，
上
杉
景
勝
、重
元
ノ
知
行
政
ヲ
行
ヒ
、年
貢
ノ
進
済
フ
命
ズ
ル
コ
ト
、本
年
Ａ
月
十
日
ノ
條
二
見
ユ
、

十
月
小

己
卵
朔



武
田
勝
穀
朱

印
状

天
正
七
年
八
月

綸騨
五
一饉

（
七
生
↓

天
正
妃
八
月
初
五
日
（花
押
）

舜
嶺
老
柄
書
之
、斡
（数殉雄が蹴尾摯練」貯彬
″贖
″効率場締劫”一″コザ”
〓ド難だⅧ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
・

●
正
ス
・継
透
、果
シ
テ
大
安
寺
ノ
住
曾
ナ
リ
ヤ
否
ヤ
フ
詳
力
嘉
セ
ザ
ン
ド
モ
、姑
ク
同
寺
ノ
徒
ト
シ
テ
ロ
載
二
掲
ゲ
テ
後
考

ニ
マ
ツ
、

十
二
日
、
武
囲
勝
頼
、
新
四
郎
等
ノ
郷
次
ノ
警
請
役
ヲ
免
除
シ
、
佐
久
郡
小
山
田
大
學
勁
ヲ
ン
テ
ｒ
之
フ
使
役
七
シ

ム
、

〔
飯

嶋

文

書

〕
ｏ
小
縣
郡
丸
子
灯

餃
嶋
暁
氏
所
鐵

定

新
四
郎
　
源
右
衛
門
　
甚
右
衛
問
　
清
右
衛
隅
　
右
近
助
　
文
五
郎
　
縫
殿
助
　
源
右
衛
門
　
七
郎
右
衛
問
　
新
九
郎

右
如
此
、
向
後
郷
次
之
御
普
請
役
御
赦
免
之
閑
、相
営
之
用
霧
可
被
申
付
之
旨
、
所
被
仰
出
也
、働
如
件
、

大
正
七
年
　
　

　

今糠
勝
頼
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
跡
み
越
ぽ
助

八
月
十
二
日
（
開
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
素
之

小
山
田
大
学
助
殿

〔
訓
読
〕
罰
読
上
野
こ

右
か
く
の
如
く
、
向
後
郷
次
の
御
普
請
役
衛
教
免
の
間
、
相
当
の
用
所
申
し
付
け
ら
る
べ
き
の
旨
、
仰
せ
出
さ
る
る
と
こ
ろ
な
り

の
如
し
、

十
九
日
、
武
田
勝
頼
、
上
野

二
出
兵
セ
ン
ト
シ
、
縄
鳴
兵
部
助
等

二
佐
久
郡
岩
村
田
着
陣
ヲ
健
ス
、

［
綱
脳
顎
文
童
興
］
０
小
縣
郡
鰺
田
町
　
樹
島
光
次
氏
断
薮

傷
っ
て
件



越在状武
工i11 ユ1
ズ |卜 勝
日 頼
フ 書

城伊状武
ス豆 l■
境 勝
二 †F
築 書

（
武
雷
）

勝
頼
（花
警
）

畔
寄
詰
肩
桝
Ｃ
鴨
淋
蒲
味
ざ
汁
満
颯
§
（
ヽ
。
咄
苓
詰
球
鵡
○
鞘
騨
湧
゛
喜
ざ
己
ノ
飾
畔

．
潟
鍮
柵
境
（
味
労
，
湿
０
物
む
ｓ
呻
ヽ
ｏ
回
日
回
≫
因
咄
露

急
度
染

一
筆
候
、働
有
行
之
間
、
不
喬
来
五
日
上
州
表
出
馬
候
、於
予
此
節
者
、
在
陣
之
目
数
不
可
過
廿
日
候
条
、
別
雨
入
数
有
加
罐
、

至
子
出
陣
者
、
可
鶯
忠
節
候
、於
陣
中
人
数
令
着
到
、培
釜
之
衆
へ
者
娘
本
可
出
畳
候
、
其
意
得
尤
候
、
猛
必
来
七
日
島
糠
彎
圏
着
陣

肝
要
候
、恐

ヽ
謹
言
、

（
御
文
「
勝
頼
し

走
撻
九
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（夢
固

縄
嶋
兵
ア
助
殴

〔
訓
読
〕
急
戌

一
筆
を
染

め
候
．

よ

つ
て
行
あ

る

の
間

ふ
と
来

る
五
口

上

州
表
議
馬
候
。

こ
の
節

に
於

い
て

は
、
左
陣

の
簿
数

十
日
を
過

ぐ

ベ

か
ら
ず
候

の
粂
、
理

し
て
人
数
爆
増
あ
り
、
出
陣

に
至

つ
て
は
、
忠
節

た
る
べ
く
候
。
陣

中

に
於

い
て
人
数
着

到

せ
し
め
、
増
益

の
衆

へ
は
根

等

出
し
置

く
べ
く
候
．

そ

の
意
得
た

も

に
候
。
な

ほ
必
ず
来

る
七
日
岩
村

銀

に
至

つ
て
着
障

肝
要

に
候
。

恐

々
謹
言
。

■
省
月
小
　
甲
民
務

駿

河

二
侵

入

シ
、
い啄
況

フ

上

杉

景

勝

二
報

ズ

、
信

濃

ノ
人

春

日
信

達

モ

´マ
タ
、
鹸経

簡

ノ
成

レ

‐‐

」

一

（
端
裏
切
封
）

「
‘
」

以
吉
田
硼
節
永
爾
暉
、蒙
仰
旨
、
具
得
其
意
、誓
詞
等
相
認
之
、
進
之
候
、働
不
剛
営
口
出
馬

霧
興
衛
齢
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一、於
豆
州
境
新
城
相
築
候
、並
〓請
曇
存
分
成

就
候
之
間
、
可
篠
心
易
候
、委
曲
諭
与
彼
口
上
候
之
間
、
不
能
具
候
、恐
々
謹
言
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
１

・・

一一
一

一
・一
・・
一
一．
一

（
天
工
七
年
）

九
月
十
七
日

天
正
七
年
九
月

十
七
日
、
武
銀
勝
頼
、

ル
フ
景
勝

二
報
ズ
、

「
上
杉
家
文
書
〕
一

閣

議

五


